
     令和3年9月度

理事長賞

内　容

日本腎不全看護学会が慢性腎臓病看護現場における看護ケアの質の向上を図る事を目的に熟練した看

護技術と知識を用いて水準の高い看護実践のできる慢性腎臓病療養指導看護師を養成する目的で平成

15年に資格制度を導入し、現在６学会合同認定（日本透析医学会・日本腎臓学会・日本移植学会・日本

泌尿器科学会・日本腹膜透析医学会）となり、1,000人以上のCKLDNが全国で活躍しています。

受験資格は正看護師・一般社団法人日本腎不全看護学会正会員歴が３年以上・慢性腎臓病看護領域

実務経験が３年以上・看護実務経験５年以上・慢性腎臓病看護領域の看護実践の事例報告提出・受

験資格ポイントを20ポイント以上となっており、足掛け３年以上掛けて受験資格を取得します。本来ならば昨

年受験できたのですがコロナ禍により１年延びて今年の受験となりました。

１年受験が延びる事で、覚えた知識を腐らせることなく、１年間勉強をし続け、分厚い参考書は付箋とマー

カーとでよれよれになっていたほどでした。今年度は無事に試験が開催され、見事資格を取得しました。 

             

  

             

             

    

             

             

    

             

             

    

             

             

茅ヶ崎セントラルクリニック 成田　朋子（主任　／　看護部）

慢性腎臓病療養指導看護師（CKDLN）に合格した功績 

松本正 

患者さんの病状をより深く知る為に、知識を積み上げていくしかない事は自明の理
です。茅ヶ崎セントラルクリニックで初めて慢性腎臓病療養指導看護師の受験に挑
戦し、見事資格を取得しました。後に続く職員（今年度も含めて4名）の模範となる
成田さんこそ理事長賞に相応しいと思い推薦いたします。    

       

       

       

       

       

     

           
        

功 績

推 薦 者

推 薦 理 由




